
公証人手数料令の一部を改正する政令案に関する概要説明 

 

 

 １ 背景 

会社や法人の設立手続においては，定款（会社や法人の目的，組織，活動に関す

る根本となる基本的な規則）を作成し，それに公証人の認証を受ける必要がある。 

この定款の認証手数料は，現在，一律５万円とされているところ（公証人手数料

令第３５条），「規制改革実施計画」（令和３年６月１８日閣議決定）において「会

社設立時の定款認証に係る公証人手数料について，起業促進の観点からその引下げ

を検討し，必要な措置を講ずる。」とされたことを踏まえ，資本的規模の小さな会

社に係る定款認証の手数料をその規模に応じて引き下げることとする。 

 

 ２ 改正案の内容 

   現行の公証人手数料令第３５条においては一律５万円と定められている定款の認

証手数料を，成立後の株式会社の資本金の額が１００万円未満のものは３万円に，

当該額が１００万円以上３００万円未満のものは４万円に改めるなどの改正を行

う。 

 

 ３ 施行期日 

   令和４年１月１日予定 

 

 

 


